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Evolutionary relationships of the inter/intraspecific color variations on the pereopods of the 
intertidal hermit crab Clibanarius Dana, 1852 
 
（潮間帯性ヤドカリ・ヨコバサミ属 Clibanarius Dana, 1852 の種間および種内の歩
脚色彩多様化の進化的背景）  
 













































  以上の内容のこの論文は、以下の観点からの審査を実施した。  
 熱帯域のサンゴ礁では、多様な体色と模様を持った甲殻類が多数知られ、特に
太陽光が届く範囲に生息する種で色彩は多様である。地理的にはCoral Triangle と
呼ばれるフィリピン、インドネシア、オーストラリア北部を中心とする三角形の
地域は海洋生物の多様性が最も高く、鮮やかな体色と顕著な模様を持った生物が
多産する。こうした多様な体色と模様が、どのように系統的に進化してきたかと
いうのは、生物の進化の一つの重要なテーマである。  
 申請者は、この興味深いテーマに着目し、熱帯、亜熱帯に広く分布する潮間帯性
のヨコバサミ属のヤドカリ類をモデルケースに、種ごとに見られる多彩な体色と
色彩について、それが系統的にどのように進化してきたかを、生息地との関係も
含め調べた。このヤドカリ類を採集するにあたり、申請者は、Coral Triangleに源
を発する黒潮が流れる本州の房総半島から九州を経て、奄美、沖縄、またCoral Tr
iangleの中心地であるインドネシア、オーストラリア、タイなどの地域で精力的に
野外調査を行なった。また複雑に見える色彩を、いくつかの要素に分け、それら
の組み合わせによって各種の模様を記述した。系統の推定の遺伝的解析には、国
立遺伝学研究所の遺伝情報分析室の協力を得た。その結果、このグループは黒地
に白い斑点を持つ硬基質環境（岩礁・サンゴ礁環境）にすむ種から進化し、「無
地色」や「歩脚先端の明色」を獲得し、さらに軟基質環境（干潟・マングローブ
林）への進出が起きて「縞模様」を獲得したという興味深い結果を得た。これま
で十脚甲殻類の、ある一つの属に着目して色彩と系統の進化を詳細に推測した例
は少なく、特に硬基質環境と軟基質環境の両方に生息する属において、このよう
な解析が行われた初めての例である。  
 また申請者はこのヨコバサミ類の中で、唯一暖温帯域にも分布域を伸ばしてき
ていて、この属の中で、世界で最も広い分布域を持つイソヨコバサミに焦点をあ
て、暖温帯域から熱帯域にわたる広範囲の採集を行い、色彩と遺伝的構造の地理
的な解析を行なった。東京湾のような暖温帯域とインドネシアのサンゴ礁の個体
で、遺伝的差異はなく、また南半球と北半球の集団でも大きな遺伝的な差異は見
出せなかったが、インド洋の集団を中心に遺伝的構造が異なる分集団があること
を発見した。また本種に見られる色彩変異と地理的な遺伝的差異には顕著な関係
はなかった。この結果は、種分化と色彩の進化が必ずしも平行して起こるわけで
はないことを示しており、色彩の進化に一つの重要な知見を与えるものである。  
以上のように申請者は、日本各地から東南アジア、オーストラリアなどで精力的
な調査、採集を行い、また瀬戸臨海実験所および国立遺伝学研究所において、形
態および遺伝的な解析を行い、系統を推測し、上記のような興味深い知見を多数
見出した。  
 よって、本論文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと認める。ま
た、令和  2年１月17日に論文内容とそれに関連した口頭試問をおこなった結果、
合格と認めた。  
 
 
